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<表紙解説>

lamasoope (万化鏡) : イ ンタラクティブ万華鏡

「万化鏡 (1amascope)」 は マ ル チ メ デ ィ ア を 楽 し く 体
験 させて く れ る イ ン夕 ラ ク テ ィ ブ な電子万準鏡です 。 「 万

化鏡」 は ビデオカ メ ラを使つて人の映像を取 り込み、  それ

を も と に 万 華 鏡 機 様 の 絵 を 作 り 大 ス ク リ ー ン に 投 影 し ま

す。「万化鏡」 には音楽系のサブシステムがあ り 、  人の位
置と動きに従つていろいろな音を生成します。  また、 ワイ

ヤレスマイクを使つて、  こだまを発生させて音による万華

鏡様の相互反9,j空間も作り出すことができます。 「万化鏡」
の-出t界の中では、参加者が体を動かして、出商1つたり、歌つ
た り 、 声 を 出 し た り し て 、 映 像 と 音 楽 に よ る マ ル チ メ デ イ

ア ア ー ト を リ ァ ル タ イ ムかっ自由に体験する こ とができ ま

す。 初心者でも簡単に美しい映像と音楽を創作するこ とが

で き ます し 、  技術を磨いて上選すれば複義前l1なかたちを表現

で き る よ う に な り ま す 。  また、  観客と演技者のどちらも美

的感覚にあふれた イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な体験 をす る こ と が で

き ます 。
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(株)国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役社長 三浦  一 郎

早いもので 、  昨年 6 月に A  T R に着任して丁度 1年余にな り ま した 。  着任の時の挨拶でも述べましたが、

研究所の仕事は全く始めてですので、 こ の 1 年は 、  ま こ と に 心 も と な ぃ こ と な が ら 、  ほ とんど無我夢中とい

って良い状態で過ごして来たよ うに思います。  1年経つて、又、巻頭言を求められたわけですが、  まだまだ

蓄積がほ と ん ど無い こ と は深 く 自覚 し て い ます 。 そ こ で 、 巻頭言 と 言つた よ う な こ と ご と し ぃ も の で な く 、

取り とめのない感想のよ うなものを書き列ねてみるこ と といたします。

A T R においてュニークなものは、  数多くありますが、  先ず目にっく ものの 1つは組織構成でしょ う 。  外
部の人から見た場合、  A T R と 言 えば 、  4 つの研究所を備えた 1つの組織体として見るのが通常でしょ う 。

事実、 A T R と してはそのよ うに行動するよ う心がけていますが、現実の形態としては 、  A T  R - I と 称 さ
、れる組織と 4つの研究所とから成つていて、  しかも これらは 、  各々株式会社形態を採つています。  A T R -
I と こ れ ら 4 つの R & D 会社 とは 、法律的に全 く別の組織であ り 、  資本的にA T  R - I が他の 4社の株式の

大 部 分 を 握 つ て い る と い う こ と も あ り ま せ ん 。 従 つ て 、  A T  R - I と 他 の 4 社 と は 、 形式的に対等の組織で
あると言わざるを得ません。  2つ以上の組織がこのように、対等の立場にある時、  そこでは、多くの場合に

おいて、統合の原理より分離の原理が働くと言われていますが、  A T  R - I と R & D 各 社 と が設立以来 、 今
日まで、統合の原理が強く働いて来たことは注目に値します。  A T R は トー タルとしての優れた研究集団を

目指すとい う研究陣の強い意志が作用して来たものと言えまし ょ う 。  しかし、他方、  A T  R - I に お け る 総
務 ・経理等のス タ ッ フ部門は 、必ずし も 、  R & D各社の研究内容を把握して来たとはいい難いよ うに思われ

ます。 A T Rの主要商品は、研究開発なのです。ス夕ツフ部門も自社の商品内容をそれなりに把握し、  それ

をサポー トする こ とによって 、共同作業が可能とな り 、組織と しての一体感が生まれます。

A T Rはこれから又、  新たなステ ップ を踏みだそ う と し てい ます 。  K T C制度の見直しによって、  A T R

としての予算確保がどのようなものになるかの問題と共に、不況の続く中、  A T Rの今 1つの特色である株

式会社形態を持つているこ とに伴 う出資企業各社様への要請活動にっいて も 、  非常な困英陸が予想されます。
A T R - I と R & D 4 社 と の グループ会議等を通 じ更な る活性化を図 る こ と に よ っ て 、  A T R グ ループ一体
となって、  これからの難問を乗り切つて行きたいと考えています。

次なる感想という ょ り 、素朴な疑問は、基礎 ・基盤研究であります。基礎 ・ 基 盤研究 と ぃ っ て も 、 サ イ ェ

ン ス 部 門 と テ ク ノ ロ ジー部門のそれとがあると言われています。  我々が通常捉えているのは、  サイ ェンス部

門における研究のことでしょ う 。そこでは、新しぃ原理の発見、新理論の構築等に関わるもので、普遍的な

ものの確立を目指すものと考えられます。では、  テ ク ノ ロ ジー部門においても同じなのでし ょ う か 、  テ ク ノ

ロ ジ一部門における研究で分かり易いのは、  人間の便宜に直接寄与する実用化、 応用研究だと思います。  サ
イ ェンスの基礎研究と:、 テク ノ ロジーの応用研究との間にあって 、  テ ク ノ ロ ジーの基礎研究なるものの占め

る位置は何なのか。  じ .っくり考え1てみたいと思つています。
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(株)  国際電気通信基礎技術研究所

取締役会長 北岡  隆

去る 6月 2 0日に開催された株主総会・取締役会で、  故花村前会長の後任としてA  T R - I の会長に就任致
しました。  ど うぞよろし くぉ願い申し上げます。

ご承知のとおり、  A T Rは、昭和6 1年3月に電気通信分野における基礎的・独創的研究の推進、産学官共

同研究の場の提供、 関西地区における電気通信分野の研究所設立とぃう意義・ 必要性をもって設立されまし

た。 それから10年余を経た今日、 世の中は高度情報通信社会の実現に向けて急速に動きはじめており、  A T

Rが当初に掲げた基本理念の重要性がさらに増すにっれ、 設立を構想した先達の先見性に改めて敬意を表す

る ものであ ります 。

現在私は、 政府の高度情報通信社会推進本部有識者会議委員、 郵政省の電気通信審議会委員を務めており、

2 1世紀の高度情報通信社会を実現するための議論に参画させていただく中で、  特に電気通信技術が、 社 会 ・

経済の発展を支え、  国民生活の向上を図る上で極めて重要な基盤技術のひとっであるとの思いを強く  してお

ります。

今般、  A T R - 1 の会長をお引き受けし 、  A T Rが取り組む知能映像通信研究、  音声翻訳通信研究、 人間
情報通信研究、 環境適応通信研究等最先端の電気通信基礎研究の推進に、 会長として微力ながら貢献すると

と も に 、  これらの研究成果が、人類の発展のために将来にわたって広く世界に活用されるよう 、普及促進に

努めたぃと思つております。

歴史と文化の香り濃い京都、  大阪、  奈良の3府県にまたがる関西文化学術研究都市に位置するA  T R は 、

国内外の ト ップ ク ラ スの研究者が集い、  世界最高水準の研究に取り組み、 その成果を再び世界に向けて発信

する世界の研究開発拠点としての役割を担うだけでなく、  関西地区にとって企業の研究所の集積効果を生み

出す中核的研究拠点としての役割も大いに期待されております。

関係各位におかれましては、  A T Rの活動にご理解を頂き、  更なる発展に向けより一層のご指導、 ご協力

を 賜 り ま す よ う 、  よろし くぉ願い申し上げます。

[略 歴]

昭和6年 ( 1 9 3 1 )

昭和30年3月

昭和30年4月

昭和62年6月

平成元年6月

平 成 3 年 6 月

平 成 4 年 6 月

平 成 8 年 5 月

平 成 9 年 6 月

1月29日生

京都大学大学院工学研究科修士課程終了

三菱電機株式会社入社

同社 取締役北伊丹製作所所長

同社  常務取締役電子デバイス事業本部長

同社 取締役副社長

同社 取締役社長に就任

( 社 )経済団体連合会副会長に就任

A T  R - I 取締役会長に就任
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(株 )ATR音声翻訳通信研究所

代表取締役社長 山本  誠一

私は、 本年  ( 平成 9年 )  6 月 に K  D D研究所を辞し、  A T R音声翻訳通信研究所の山崎社長のあとを引き

継 ぐ こ と に な り ま し た 。  A T R音声翻訳通信研究所の設立趣旨は、 「異なる言語を用いる人が互いの言葉の

違いを意識するこ とな く自由かっ円滑に意思疎通を図ることのできる電気通信を実現するため、  音声認識技

術、  音声合成技術、 翻訳技術、 音声言語統合処理技術等、 自然な音声の認識と翻訳のための基盤技術」 を開

発す る こ と で あ り 、  それを残された3年弱の間に達成することが要請されています。

当所の研究者の多くは、 当所の設立主旨に呼応して、 国からの出資に協調して出資され多くの企業からの

出向者です。 研究テーマや自由な研究環境を反映して、  様々な国籍を有する外国人研究者も多数参加してい

ます。 個々の研究者の文化的なバックグラウンドや組織に対する考え方にっいてはかな りの違いがあ り 、均
質でなぃあるいは個性的な集団です。

組織にとって人は最大の財産であるとよ く言われますが、  新しぃ考えゃ技術を産み出すことが使命の研究

組織には特に当てはまると考えます。  「自然な音声の認識と翻訳のための基盤技術」 の開発は、 個々の研究

者の独創的な発想と意欲に依存すると言つても過言ではありません。意欲的に課題に取り組むには、  基本的

に研究者本人の興味を有する課題に、 自分が最も適切だと信じるアプローチで取り組む、  すなゎち個性的で

あ る のが一番です。 組織や集団はそのような個人の創意に基づく自由な取り組みを支援するために存在する、
すなわち ” A l l f o r o n e” で す 。

出向期間や契約期間が過ぎて、  新たな天地で活躍する際にも、  当所での活動が活かされる、  すなゎち A  T

R音声翻訳通信研究所に在籍したことが個人の財産とならなければなりません。  そのためには、  音声認識 ・

合成や翻訳技術に関する各個人の個別研究テーマの成果を世に出すと共に、  当 所 の ミ ッ シ ョ ン で あ る  「自然

な音声の認識と翻訳のための基盤技術」 の開発を達成し、  当所が今以上に一層、 音声、 言語処理の研究機関

としての名声と内容を高める必要があります。優れた研究機関に在籍したとぃ う実續と共に、  協力して大き

な事をなした達成感を共有すること自体が個人の優れた財産になります。

自分自身の夢や目標を持ち続けると共に、  組織の目的を理解しそこに貢献しよ う と ぃ う意志を持つ、  そん

な個人が組織の活力の源泉です。すなわち、” 0 n e  for a11” の精神です。

山山奇前社長を始め多くの先人の深い洞察と強い意思によって、  優れた業績を残してきた当所の発展に、  こ

の よ う な ” A11for one, one for a11” の気持で微力ながら最善を尽くす所存です。

引き続き、  関係者のご理解、  ご支援をお願いいたします。
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(株) A T R人間情報通信研究所

代表取締役社長 一ノ瀬  裕

去 る  6 月20日の株主総会および取締役会にて、 A T R人間情報通信研究所の代表取締役社長に就任いたし

ました。  よろしくぉ願い申し上げます。

人間情報通信研究所にっいては皆様ご承知のことと思われますが、  設立されてから既に 5年が経過してい

ますので、あらためてここで簡単に紹介させていただきます。当研究所の試験研究プロジェク トは、正式名

が 「 ヒュー マ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン メ カ ニ ズ ム の 研 究」 で、  3 つのサブテーマ  (「音声言語情報生成機構の

研究」、 「視覚情報生成機構の研究」、 「情報生成統合機構の研究」) か ら 構 成 さ れ 、  「人間の情報生成 ・情報処
理の優れた機能に学んだヒューマ ン イ ン タ フ ェース要素技術の確立」 を目的にしています。平成 4年に A  T

R の 5番目のプロジェ ク ト と して開始され 、平成 1 3 年に終了する 9年に渡るプロジェ ク ト で 、その試験研究

費総額は16 0億円 (当初予定)  です。平成8年度末の時点で、  出資していただいた企業の数は6 7社に上り、

資本金は100億円弱になっています。 現在、 当研究所は1課 6研究室および 1特別研究室から構成され、  70

名以上が勤務しています。平成 9年度は当プロジェク トの 6年目に当たり 、最大出資機関である基盤技術研

究 促 進 セ ン タ ーの規定に基づいて、  本年1 0月には第2回中間時試験研究報告を提出しそれに対する技術評価

が行われるこ とになっています 。

個人的には、学生時代に 1年半ほどの短い期間ではありましたが、  内耳の三半規管の奧の蝸牛 (かぎゅ

う : その名の通りかたっむりに似た組織)  の中にある基底膜と呼ばれる膜が耳の外から入つて来る音によっ

てどのよ うに振動して音の周波数を判別しやすくしているかと ぃ う聴覚に関係する研究に携わり 、  ま た 、 就

職してからも最初の1 0年ほどは、電話機に使用する送話器、受話器、ベルなどの音響部品をどのようにして

小 さ く 安 く か っ高感度にするかというこ とや違隔地を電話で結んで会議を行うシステムに使用する会議用マ

イ ク ロホンをどのよ うに して発言者の声だけを拾つて周囲の雑音は拾わなぃ ものにするか とい う こ と など音

に よ る ヒ ューマンコ ミュニケーションに関係する研究開発に従事していました。  その後は現在に至るまでこ

れらにほ とんど縁のな ぃ仕事を していま したが 、若い と きに経験 ・記憶した こ とは時間の経過によって もあ

ま り 薄 れ る こ と は な い よ う で 、  当研究所の研究者の間で飛び交う言葉の中にもときどき懐かしぃ専門用語が

聞 こ え る こ と が あ り ま す 。  も っ と も 、 一昔前の中途半端な知識が当研究所での今後の仕事に多少なりとも役

にたっのかあるいは邪魔になるのか、  当人にとっては期待と不安とが相半ばするス夕ー トでもあ ります。

ロケッ トに例えるならば、皆様のご支援によ り当研究所は打ち上げ後 5年間、安定した軌道を確保し順調

に飛行できている よ うです 。  と りあえずは東倉前社長のプログラムにしたがった操縦を行いながら、  1 日 も

早 く自分な りのプログ ラムを追加できる よ うに努力し 、  こ の軌道を さ ら に大 き く 広げ る と と も に次の新 し ぃ

ロケッ トにも点火するこ とを目指そう と思います。今後の展開に向けて関係者の皆様の変わらぬご協力、  ご

支援を心からお願い申し上げます。
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研究動向紹介

グループの創造性を高める対話環境の実現を目指して

- 視野を拡げる、思考を見せる -

目常の雑談などの対話は非常に情報豊かで創造性に富んだ環境です。本稿で紹介するA IDE

は、そのような目常対話の創造的側面を支援するためのグループ対話システムです。

1 . はじめに
雑談なんてあんまり意味がないとぃ う意見を時々

聞きます。  しか し 、我々はそ うは思つていません c

それどころか、  日常の雑談は宝の山だと思つていま

す。たとえばオフィスでの立ち話で、  あ るいは国際

会議のバンケットで交す他国の研究者との対話の中

で、  「なるほど 、  そ ん な こ と が あ っ た の か」 と未知
の知識を入手したり、時には 「それは今困つている

問題の解決の糸口となるのでは? 」  と新たな発見を

したこ とがある人は少なくなぃ と思います。

我々の研究の視点は、 このよ うな極めて日常的な

対話が持つ創造性と、その創造性の拡張にあります。

日常対話の創造的側面を支援するため、 各種機能を

盛 り 込 ん だ対話支援環境 A I D E  ( A u g m e n t e d
1nformative Discussion Environment)  の研究開発

を進めています。  本稿では、  A IDEの愛用者である

康志君が、 日頃どんな風にAID E を使つているかを

紹介しながら、  A IDEの持つ機能や技術的な側面に

ついて、  簡単に説明したぃと思います。

2 .  康志君とA IDEの一日

志君は、 出社する とすぐに自席のワークステー

ションを立ち上げた。  それと同時に、  A IDEも自動

的に立ち上がる。  A IDEが起動すると、  さ っ そ く 康

志君は自分が興味を持つている話題の対話に目を通

し始めた。 「またいろんな意見が出てるなあ」 と 思
いつつ、一つ一つの発言に目を通していく。  自分の
研究に関係する話題の所で、 ち ょ っ と 言 つ てお き た

いこ とがあったので、  康志君は自分の意見を入力し

て、 発言ボ夕ンを押した。

AIDEは、 ネ ッ  ト ニ ュースや メールなどの蓄積交

換型 メ デ ィ ア と 、 パ ソ コ ン 通信 な ど で よ く 見 ら れ る

リ ア ル夕 イ ムチ ャ ッ ト シ ス テ ムの中間に位置する よ

う な 、非対面 ・半同期型対話環境です。ユーザは、

図 1 に示す よ う な 画面 を使つて A I D E を 利用 し ま

す。 A I D Eでは複数の対話スレッドを扱えます。  こ

こ で ス レ ッ ド と は 、  ひとっの話題に関する一連の話
の流れのことで、  ネ ッ ト ニ ュースでの、 あ るサブジ

ェ ク ト で 成 さ れ る一連の議論にほぼ対応するもので
す 。図 1 の ス レ ッ ド ボ夕ンを押す と 、現在存在する

スレッドの一覧が提示されますので、好みのスレッ

ド を選択する こ とに よって 、  いつでも自由にそのス

(株)ATR知能映像通信研究所

第::::研究室

西本一志 角康之 間瀬健二

図 1  AIDEの主画面

レッ  ドに参加して発言することができます。発言は、

図 1 下 部 の 発 言 入 力 ウ ィ ン ド ウ を 使 つ て 入 力 し ま

す 。入力後 、最下段右の発言ボタンを ク リ ッ クす る

こ とによ り 、入力された発言はサーバへ送られます。
サーバでは受けとった発言に後で述べる各種処理を

施した後、  全利用者に発言を送信します。  そして、

図 1の発言履歴ウイン ド ゥに 、発言者氏名と発言時

刻付で発言内容が新たな発言として表示されます。

こ の ウ ィ ン ド ウ を 見れば 、 個々の ス レ ッ ド におけ る

すべての発言を読むことができます。

「おっ、 新しぃ話題が始まってるな。_1 康志君は、
ス レ ッ ド リ ス ト に 今 ま で なか っ た ス レ ッ ド を 見つけ

た。同僚の一之君が始めたスレッドらしぃ 。履歴を

見 る と 、  始まってわずかの問に爆発的な量の発言が

あったよ うだ 。 「 う ゎ 、  これは内容の把握が大変だ。

よし 、  と りあえず話題構造がどうなってるかを見て

み よ う 」  と 、  A I D E の サ ブ シ ス テ ム で あ る

Discussion Viewerを起動した。「なるほどね、  だ い

た い  3 つ の内容が出てい るわけか 。 」  康志君は、

Discussion Viewe rの画面を見て、 おおまかな話題
の構造を簡単に把握した。
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Discussion V i e w e r ( 図 2 )  は、 あ る ス レ ッ ド で

の一つ一つの発言から自動抽出される重み付キーワ
ー ド を用いて 、  ある発言中でどのキーワー ドが同時

に使用されているか、  逆にあ る キー ワー ドはどの発

言に共有されているかの関係を、  統計手法を用いて

空間構造として可視化します。  AIDEでは、 こ れ を

図 2に示す 2次元空間で表現します。図 2で 、長方

形のアイコンが個々の発言に、長円形のアイコンが

個々のキーワー ドに対応します。直観的には、  内容

に関連がある発言アイコンは近くに配置されます。

また、 複数の発言で共通して使用されているキー ワ

ー ド ァイコンは、  それらの発言アイコンの中間に配

置されます。  こ の よ う な空間構造を見る こ と に よ っ

て、 この話題スレ ッ ドがどのよ うな話題構造になっ

ていて、  ど う ぃ う サ ブ ト ピ ッ ク が あ る の か を簡単に

把握す る こ と が で き る よ う に な り ま す 。

一応内容を把握した康志君だが、  ど う  もぃまいち

ピン と こ な ぃ 。 「ち ょ っ と 僕 の考 え は違 う ん だ よ な
あ一」 と思いつつ、Discuss i on  V i e w e rのメニュー
からPersona lDesk topを選んで起動し、 Discussion
V i e w e rの画面をコピー して、  空間構造を自分なり

に手直ししてみた。無意味と思う発言やキーワー ド

を削除し、逆に自分なりの私的な意見を追加したり

して、 しばら く空間をこね回した末に、  「そ う そ う 、
こ んな感じだ よ」 と納得できる個人化空間ができあ
がった。そこで、  こ の ス レ ッ ド に参加してい る皆に

自分の考えを伝えよ う と 、  できあがった個人化空間

を公開した。  「誰か他に個人化空間を公開 して る人
は一おっ と 、  一之君の個人化空間があるな。」 そ こ
で、康志君は一之君の個人化空間を取りこみ、  自 分
の個人化空間と融合してみた。  「 なるほど、  一之君

のこの発言はこ いう意図だったのかぁ。」

Discussion V iewe rが提示する空間は、 完全に自

動的に構成される非常に客観的な視点に基づく  空間

なので、 個人の視点から見ると違和感がある場合が

あります。そんな時、Pe r s o n a lD e s k t o pの機能を起

5 船  f ' お  議 i 設 進一i事n; 'f i解 基-f 」

動す る こ と に よ り 、  このDiscussion Viewerが提示

する空間をコピー して、 自分なりに自由に構造を作

り変えて空間を個人化するこ とができます。 こ う し

て、 A IDEの利用者は必要に応じて深い個人思考モ

ー ド に入る こ とができ ます 。 こ う し て完成した個人

化空間は、 その空間の作成者の視点や興味を反映し

たもの とな り ます 。そ こで 、  このよ う な空間を他者

の個人化空間と融合させるこ とによ り 、両者の興味

や視点の一致点や相違点を見つけ出すことができる

よ うにな ります 。 この機能は、  同じ言葉を全然違う

意味で使つていたために起る議論の食い違いなどを

顕在化させるこ となどに役立つでし ょ う 。

ある程度話が進むと、  みんなネタ切れにな り同じ

様な発言が繰り返され始めた。  「なんだかこの話も
退 屈 に な っ て き た な」 と康志君が思つたその時、
AIDEの中に棲むConversat ional istと呼ばれるェー
ジェン トが話に割り込んできて発言した。エージェ

ン ト の 発言 を何気な  く 読んでいた康志君は突然 、

「あ、 なるほど 、  そんな関連があったのか」 と 、  ボ
ンと膝をうち、再び自分の発言を入力した。それを

きっかけに再び活発な発言がなされ、  沈滞していた

対話は活性化された。

Conversationalistは、 すべてのスレッドの対話の

様子を監視しています。  そして、  話題転換が長い間

起 ら な ぃ ス レ ッ ド を 見つけ る と 、 そ の ス レ ッ ド は沈

滞 し て い る と 判断 し 、  手持ちのデータベースから 、

それまでの話題に関連があると同時に、  新たな話題

の展開のきっかけとなるよ うな情報を抽出し 、その

ス レ ッ ド に 発 言 と し て 提 供 し ま す 。  こ の 時

Conversationalistは、図2のDiscussion Viewerの提

示する空間を見て、  そこに空白領域があればその空

白の中心 ( 図 2 で E と記されている点が各空白の中

心) に近いものから順に一定の個数のキーワー ドを
集めます。空白がなければ、  話題中心領域を取り囲

むキーワー ドを集め、 これを手持ちの連想辞書によ

って連想変換し、視点の変換を行います。こ うして

得たキー ワー ド を 用 い て デ ー タベース検索を行いま

す。空白領域を使う理由は、被験者実験の結果、そ

う ぃ う空白に入る情報はどんなものかを人はしばし

ば考え、 そうぃ う領域にある情報に新たな視点を見

い 出 す こ と が 多 い か ら で す 。  こ う  し て 、

Conversat ional istは沈滞化した対話を新たな方向に

導き、  活性化させます。  活性化された対話からは、

よ り多 くの新しぃ情報と 、発想のきっかけが得られ

る こ と で し ょ う 。

3 .  おわ り に

以上、 康志君がどんな風にA I D Eを活用している

かを紹介することによって、 A I D Eの持つ対話支援

機能とその効果を説明してきました。今後も、複数

ド メインの知識の融合などの機能を組み込むことに

よ り 、  より有益で柔軟な創造的対話環境の実現を目

指して研究開発をすすめていく予定です。

図 2  Discussion V iewe rの表示例
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研究動向紹介

人の声を十分に聞きとれなくても翻訳できますか?

一音声認識の正解部分を特定しながら部分的に翻訳する

音声翻訳システムを実現するためには、 間違いなく間きとり翻訳する技術が不可欠です。

しかし、  もし間違つて聞きとってしまったら、  誤つた翻訳をせず、  なるぺく正しく意味が伝

わるように翻訳する技術がさらに必要になってきます ,  従来ATR音声翻訳研究所では、 話し

言葉を翻訳するために、  話し言葉の表現例とその対訳を学習しこれをもとに翻訳する手法を

開発してきました。  今回 、  この対訳用例と入力文との意味的な類似性を用いることで、 誤 り

を含んでいる書声認識結果から正しい部分を特定し、 特定された部分のみを翻訳する部分翻

訳技術を開発しました。  この方法により 、 従来は適切に翻訳できなかった誤認識文の約半数

に対し、  意味の通じる翻訳結果を出力できるようになり、  新しい音声言語処理技術にまとま

っていく可能性がでてきました。

1 . 信じるものは救われない?

A T R音声翻訳研究所で取り組んでいる音声翻訳

システムは、  言語が違う異国人同士のおし ゃべりを

可能にするシステムです。  と こ ろ が お し ゃべ り と い

うのがなかなか厄介で、  発音のしかたも言い回しも

人それぞれ十人十色。  しかも話し言葉とい うのは 、

だぃたい文法に則つておらず 、聞き取 りに く ぃ こ と

もしばしばです。それでも 、私たちの間では難なく

おし ゃべりは進みます。  それは不明瞭な言葉、 お国

なま り 、妙な言い回しなども 、前後の言葉、その場

の状況、 相手の表情などから瞬時に判断する機能を

我々人間は備えているからです。  音声だけなら、  お

し ゃべりの中で一字一句完全に聞 き と っ てい る こ と

の方がずっと少なぃ、  と ぃ っても過言ではなぃ と思

います。

私たちの研究所ではこれまで、  日常の自然な会話

に対する音声翻訳をめざして、  多少不明瞭な発声で

も認識できる高性能な音響モデルの提案や、  話者特

有の癖のある発声を認識するための話者適応技術に

取り組み、格段と認識率を向上させてきました 。ま

た、 話し言葉特有の言い回しを認識して翻訳するた

めに、文法ばかりを拠り所にするのではなく 、実際

の話し言葉の使い方を学習した知識を用いた処理を

提案しています。たとえば、実際の会話の中で、  あ

る単語の次にどのような単語が来る場合が多いか、

つまり単語同士の隣接する確率を学習することによ

って次に発声されそうな単語を予測して認識してい

ます。 また、 話し言葉特有の言い回しとその対訳文

を予め学習しておき、  翻訳時には、 学習された言い

回しと翻訳したい文との類似性を調べながら、  覚え

ている表現を使い回して適切に翻訳します。  その結

果 、多 くの話し言葉が正し く翻訳でき る よ う にな り

ました。

しかし、現在の技術でもまだ、全ての発話を完全

に間違いな く 聞 き と る こ と は困難です 。 その う え さ

(株)ATR音声翻訳通信研究所
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脇田由実  飯 田 仁

らに、 話し言葉自体に含まれているまぎらわし ぃ表

現と 、 それを聞き間違つたこ とに よ る誤 りの表現 と

を見分けて翻訳する技術は、 まだ確立されていませ

ん。 認識誤りを起こした場合でも、  それが正しぃと

信じて懸命に翻訳してしまうため、  誤つた翻訳結果

を平気で出力してしまぃます。' 信 じ る も の は 救 わ

れ な い '  ケースです。

2 .  聞きとれた部分だけ翻訳する

そこで私たちは、  認識結果の中に認識できない部

分があっても 、  全文を翻訳 し よ う と11f張 ら ないで 、

聞 き と れた部分だけで も正確に細訳す る こ と に よ っ

て、  翻訳の目的を果たせる場合がかなり増えるので

はないか と ぃ う こ と に着目しま した 。

例えば、  「ホテルを予約した ぃんだけど」 と 話 し

かけられたとします。主語の 「私は」 が省かれてい

ますし、  「 し たいんだけど」 もずぃぶ ん く だ け た 言

い方ですが、前述のよ うに話し言葉の用例を学習さ

せ る こ と で 「I' d l i k e  to reserve the hote1」 と 翻

訳することが既に可能です。

と こ ろが 、主要な単語である 「ホテル」 が不明瞭

で 「ホ夕ル」 と聞き違えたとします。 「 ホ タルを予

約したぃんだけど」 を翻訳しても何のこ とだかわか

りません。正確に聞きとれた 「予約したいんだけど」
だけでも翻訳したら 、  舌たらずですが、  場合によっ

ては意志疎通ができ会話を続けるこ とができます 。

このように正しぃ部分だけを特定し部分翻訳するこ

とによって、従来の誤認識の約半数に対し、おおよ

その意味が伝わる翻訳結果を出すことができるよ う

になりました 。右の図はこのよ うな正しぃ部分だけ

を特定して部分翻訳をする音声翻訳方式を表してい

ます。

3 . どうやって聞き間違いを判断するか  ?
では、 「ホタル」 が 認識誤 り だ と ぃ う こ と を 、  ど
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図 正解部分特定機能を導入した音声翻訳方式

のよ うに してシステムが判断できるのでし ょ  う か ?

これには、  予め翻訳のために学習した話し言葉の用

例と入力された表現との意味の類似性を  '意味的距

離 '  として数値化し、  この数値の大小で判断します。

た と え ば 、 用例 と し て 「部屋を予約したい」 と ぃ
う表現 、  及びその訳文「 I  w a n t  to r e se rve  the

room」 が既に学習 されてい る と し ます 。従来の対

訳用例を利用した翻訳方式では、 この表現を学習し

たおかげで、「部屋を予約したい」 は も ち ろん 「_を
予約したぃ」 とい う表現を全て 「 I  wan t  to reserve

ー」 と訳すこ とが可能とな り ます 。

我々は、 聞き誤りを判断するために、  「…」 に相当

する単語が 、あ ま りに も 「部屋」 と 似ていない場合

には、「…」は誤りである と判断するこ とにしま した 。
学習された 「部屋」 と 「ホ夕ル」 とを比べると 、  こ
の 2つの単語はあまり似ていないため意味的距離も

大きぃ値を示しました。  まず、「_を予約したぃ」 が
正しければ、「ホ夕ル」 は誤りであると判断します。

で も  「ホ夕ルを」 が正し く て 「予約したいんだけ

ど」 が間違つているのかもしれません。  これを判断

する時には今度はそれぞれの語の長さを調べます。

前述した よ う に 、  認識時には単語の隣接確率を用い

て次に来る単語を決めています。  従つて、  認識誤り

の場合には、 単語の隣接関係は自然な場合が多いに

もかかわらず、  それ以上の多くの単語からなる部分

を調べると とたんに不自然になる場合が多くなって

いる こ とがわか り ます 。 「 ホ夕ルを」 が 2 単 語 で し

か構成されていないのに対し、  「予約したいんだけ

ど」 は多 くの単語から構成されている こ と を考える

と 、  「予約 したいんだけ ど」 の方が正しぃと判断し

て よい と思われます 。結果 と して 、  「ホ夕ル」 を除

いた残りの文  「予約したいんだけど」 だけを翻訳処

理し、「 I' d l i k e  to reserve…」 と出力します。

4 .  部分翻訳から、  完全翻訳にむけて

人間ならば、  「ホ タ ル」 はおかしぃから  「ホテル」

の聞 き違いだろ う と 推測 し て 、  「ホ夕ル」 を修正し

てから完全翻訳するでし ょ う 。  しかし、 システムが

その部分を修正して完全翻訳するためには、さらに、

正しぃ部分に関する情報を用いて再認識するという

別の技術が必要となります。そのような技術の実現

をめざして、  今後とも完成度の高い音声翻訳システ

ムの実現に取り組んでいきます
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研究動向紹介

動きを視る

私たちは目で見ることで周りの様子を知ることができます。中でも、刻々と変化する状況

の中生きていくには、 物や豊分自身の動きを屋で提えることが重要です。 では、  私たちは物

や自分の動きをどうやって見ているのでしょう ? ここでは、  心理学実験による人間の視覚運

動情報処理の研究の一端をご紹介します。

1 . はじめに
人間はいわゆる五感を使つて外の様子を知ること

ができますが、その中でも視覚は多くの人にとって、

最も重要な情報源とな り ます 。実際 、マルチ メデ ィ

ア や バーチ ャ ル ・ リ ア リ テ ィ と ぃ う と き で も 、 画 像

は常に中心的な役割をはたしています。

私たちは、人間の視覚機能のうち、特に運動知覚

にっいての研究を行つています。  人間は常に動き回

って生活してお り 、周 りに も動 く ものがた く さんあ

り ます 。 この よ う な環境の中で生きてい くには 、静

止した世界の認識だけでは不十分で、動きをリァル

夕イムに提えていく こ とが必要です。ある脳損傷の

患者は も の の動 き だ け が見 え な く な り 、  そ の た め 、

道路を渡る と きに 、  さ っ き向 こ う にいた車がすぐ目

の前にいて恐い思いをしたり 、  コー ヒーをっぐ と き

に、 いつ止めていいかわからずこぼしてしまった り

したそうです [ 1 ] 。 こ うぃ う症例は極めてめずらしぃ

ものですが、 私たちがものの形とは別に動きそのも

のを知覚できる と ぃ う こ と 、 そ してそれが生活のた

めにたいへん重要であるこ とがよ く ゎか ります 。
動きの検出は工学的にも重要な問題となってきま

した 。ご承知のよ うに 、動画のデジタル伝送におい

ては圧縮技術が大変重要になりますが、  効率のよい

動画像圧縮には動きの検出が役に立ちます。 極端に

い う と 、  ものが形を変えずに移動するなら、  次の時

点では、 移動方向と距離だけ伝送すればいいわけで

す。 実際に、  現在の標準の一つであるMPEG-2では
フレーム間の動き検出が行われており、  動きの検出

能力が圧縮の質や効率を左右するといえます。  今後

さらに高効率で高品位の圧縮技術を考える上では、

人間の運動知覚特性を把握し、 また、人間の処理様

式を参考にする こ とが よ り重要になって く る とはい

えないでし ょ う か 。

2 . 運動残効
一方向への動きを見続けると、その後で止まった

ものを見たときにそれが逆方向に動いているかのよ

うに見えます。これが運動残効と呼ばれる現象です。

運動残効を経験するには、  滝を見に行 く と よいで し

蘆田宏 Frans A, J . Venstfaten

ょ う 。  流れ落ちる水をしばら く眺めた後で目を周り

の景色に移す と 、 世界がゆっ く り と 上昇 し てい く よ

う に 見 え る こ と で し ょ う 。 実際 、 運動残効は 「滝の

錯 視」 と呼ばれるこ と もあ り ます 。本物の滝を見に
行 くのはたいへんですが、 よ り 身近な例 と し て 、映
画の最後に流れるス タ ッ フ ロールもよい材料にな り

ます。文字を目で追つて読まずに、背景に注目して

い て く だ さ い。 しばらく見た後で日を周囲に移して

みまし ょ う 。世界が歪んだよ うに動いて見えません

か ?また 、最近復権してきたレコー ドプレーヤをお

持ちの方は、 紙に放射状のパ夕一 ンを描いて回転さ
せる と 、  とても強い効果を経験できます。

運動残効は、 動きの知覚にっいて心理学的に研究
する上で役に立ちます。  残効が起こるのは順応によ

って動きを検出するメカニズムの反応が変化するた

めだと考えられるので、  さまざまな条件下で残効が

どれ く ら ぃ生起するかを調べる こ と に よ り 、 動 き検

出 の メ カ ニ ズ ム にっい て 検 討 す る こ と が で き ま す
[2]o

図 1  Moving boxのデモ
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3 .  視覚誘導自己運動感

目から入つてくる動きの情報はたぃへん強いもの

で、  しばしば他の感覚からの情報に打ち勝つてしま

います。駅で、隣の電車が動いたときに、  自分の電

車 が動 き 始 め た よ う に 感 じ る こ と が あ る で し ょ う 。

そのよ うに 、  視覚運動情報によって自分が動いたよ

うに感じることを視覚誘導自己運動感 (べクション )

と いい ます 。図 1 は 、 周 り が動 く と 自分が動いた よ

うに感じて、  ま っす ぐ立て な く な っ て し ま う こ と を

示すデモンス トレー シ ョンです。箱を少し揺らすだ

けで多くの人はバランスを崩して足を踏み出してし

まぃます[3]。

私たちは 、動 く画像を見た と きに体がどれ く らい

動揺するかを測定することによ り 、動きの知覚が身

体制御にどのように影響するか、  また、視覚運動情

報のどの側面が強く作用するのかといったこ とを検

討してきました。得られた結果は運動知覚のメカニ

ズムを探る手がかりにもな ります[4]。

4 .  低次と高次の動き知覚

運動知覚処理の基本原理は時空間的な相関の検出

です ( 図 2 ) 。 実際には も う 少 し複雑な処理が必要

ですが 、そ う し た処理をま とめ る と 、動 きの検出は

時空間次元における傾きを検出するフイル夕処理で

あると考えるこ とができます [ 5 ] 。 このよ うな検出処

理は脳内の比較的初期段階で自動的、  並列的に行わ

れるので、  低次の運動検出といえます。

一方、人間は一般に注意を用いて 、世界をよ り能
動的に見ています。図 3において、  4つの白い小円

と 4つの灰色の円が交互に現れる場合 (実際には色

は同じです ) 、  物理的には全体がどちらへ回転する
と も ぃえません 。  しかし、  中央を見たまま  「注意」
を用いて上の白い円を時計回りに追つてぃ く と 、全

体が時計回りに回転するように見え始めます[ 6 ] 。こ

の よ う な運動知覚は自動的な フ イ ル タ処理ではな

く、  より高次の検出処理に基づくとぃえます。

しかし 、動きが好きなよ うに変わるのでは 、信頼

で き る情報 と はいえ な ぃ のではないで し ょ う か ? 私

たちの研究では、 注意が関与する高次の運動知覚過

程は低次の自動的な過程とは独立しており、  低次の

信号そのものが変わってしま う ゎけではなぃこ とを

f 〇、、:・1l.
富 富

〇 〇

富 〇 富

図 2 注 意 に よ る 回 転 運 動 知 覚

運動物体

〇一

出力

図 3  動き検出の基本原理

明らかにしました。  つま り 、  特定の動きに注目して

よ く 見 え る よ う にす る こ と は あ っ て も 、 動 か な ぃ も

のを動かした り 、動 く ものを止めて見たりするわけ

ではないのです。 高次の運動知覚処理は、 限られた

処理資源を用いて、 必要な情報をできるだけ効率よ

く 取 り 入れ よ う と す る方略であ る と い え る か も しれ

ません。

5 .  お わ り に

人間の視覚機構にっいては 、  近年飛躍的に研究が

進んできました。  しかし 、動きの知覚とぃ う一つの
面をとってみても 、  いまだ謎に包まれた部分が多く

あ り ます 。今後の研究では、そ う した謎をさ らに解

明してい く と と もに 、その知識が実際に生かされて

い く よ う に考えてい きたい と思います 。
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マルチエージェントシステムを使つて通信品質を

制御する

パソコンや携帯端末を用いた通信等、 通信の形態が多様化して来ていますが、 どの よ う な

通信形態であっても、  ユーザが希望する晶質 (画像品質や音声品質等) で通信が行えるよう

な仕組みを実現することが重要です。  そこで 、  マルチエー ジェントシステムを応用すること

によって、  このような仕組みを実現する方法について現在研究を進めています,  ここでは、

具体的なマルチエージェントシステムの応用例を交えて、 様々な通信形態に応じて品質を制

御する仕組みについて説明します,

1 適応的に通信品質を制御することの必要性

パ ソ コ ンや ワー ク ス テーシ ョ ン等 、最近のマルチ

メディア通信端末の性能向上には目を見晴らされる

ものがあります。また一方では、携帯端末の普及が

爆発的にイ申びて居り、 近い将来、  携帯端末を使つて

マ ル チ メ デ ィ ア 情 報 を や り 取 り す る よ う に な る こ と

が予想されます。

携帯端末は、 小型で軽量にする必要があるので、

電源パワーや処理性能に ど う し て も 制約が生 じ ま

す。 そこで通信に必要な最小限の処理だけを携帯端

末で行わせ、他の処理は、 固 定 ネ ッ ト ワー クに接続

されている携帯端末サーバで行わせる こ とが考え ら

れます。例えば、マルチメディア情報の検索を考え

てみましょ う 。この場合、複雑な検索処理はすべて

携帯端末サーバで行い、 ユーザが本当に必要な情報

のみを無線回線を使つて携帯端末に送り、  携帯端末

ではその情報を表示する処理のみを行うことが考え

られます。  こ の よ う な 時 、 ユーザが希望する品質

(画像品質や音声品質等)  を実現するためには、  携

帯端末の性能や無線回線の品質等に応じて、携帯端

末で行う処理と携帯端末サーバで行う処理を適切に

決めなければなりません。

一方、 固 定 ネ ッ ト ワー クに接続されているマルチ

メディア通信端末においても、  適応的に品質を制御

するこ とが重要です。例えば、パソコンを使つて同

時にいろいろな相手と通信している場合、ユーザが、

その時点で実際に会話している相手とそうでない相

手とに対して品質に差を設けたいと思 う こ とがある

で し ょ う 。 ま た そ も そ も 、 利用 し て い る パ ソ コ ン の

性能に応じて品質を調節しなければなりませんし、

障害等のためにネッ ト ワー クの性能が低下した場合

も、品質を適切に調節しなければなりません。勿論

これ らは 、  ユーザの希望をできるだけ反映した形で

行われなければな り ません 。 さ ら に ワー ク ス テーシ

ョン等の場合には、  通信以外の処理を同時に行う場

(株)ATR環境適応通信研究所

第一研究室

荻野長生

合や、  他のューザ も そ の ワー ク ス テーシ ョ  ンを利用

している場合が考えられます 。 このよ うに 、マルチ

メディア通信端末の処理能力自体も時々刻々変化す

るこ とが想定され、それに応じて品質を制御する必

要があります。

2 マルチェ一ジェン トシステムを使つて通信品質

を制御する

マルチェー ジ ェ ン ト シ ス テ ム と言 う のは 、  自 ら の

目標達成に向けて主体的に行動するェー ジ ェ ン ト の

集まりです。エー ジ ェ ン ト は 、  自分の目標を達成す

るために、他のェージ ェ ン ト と 協 調 し た り 、 妥 協 し

た り と 、  互いに何らかの交渉を必要に応じて持つこ

とができます。

上記の携帯端末で行う処理と携帯端末サーバで行

う処理の決定は、携帯端末内のェー ジ ェ ン ト と 携 帯

端末サーバ内のェー ジ ェ ン ト が 交 渉す る こ と に よ っ

て実現でき ます ( 図 1 の ( 1 ) ) 。 こ れに よ って 、  ど こ

にいても 、  携帯端末を利用して希望の品質で通信が

で き る よ う に な り ます 。

またマルチメデイア通信端末においては、例えば、

各通信相手ごとの情報ス ト リーム対応にェージ ェ ン

トを設けます。そして、その時々のューザの品質要

求や端末の処理能力に応じて、 これらのェージェン

ト を 互 いに交渉 させ る こ と に よ っ て 、 各情報 ス ト リ

ームに対して適切に端末のCPU使用時間やメモリ量

等を配分する こ と がで き ます ( 図 1 の ( 2 ) ) 。  またネ

ッ ト ワー クの性能低下の際にも 、マルチメデイア通

信端末内のェージ ェ ン ト と ネ ッ ト ワー ク内のェー ジ

ェン トが交渉する こ とに よって 、適切な品質を保つ

こ と が で き ま す ( 図 1 の ( 3 ) ) 。  こ れ ら に よ っ て 、  い

つでも誰とでも 、希望の品質で通信ができるよ うに

なります。
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マルチメディア

通信端末1 ・ネ ク シ ョ ン 雑 經 求

マルチメディア
通信端末N

② コネクションエージェン

図 1  マルチェージェン ト シ ステムの応用  図 2  マルチェージェン ト シ ステムにおける交渉

3 マルチェ一ジェン トシステムにおける交渉の例
こ こでは 、  図 1の ( 3 ) を例にとって、マルチェージ

ェン トシステムの交渉にっいて説明します。例えば、

ネ ッ ト ワー ク障害が起こって 、幾つかのコネクシ ョ

ンを異なるルー ト を使つて再接続しなければならな

い場合を考えます 。 この時 、複数のネ ッ ト ワー ク事

業者が存在し、  互いに競争しているものと仮定しま

す ( 図 2 ) 。 距 離に依 らず 、 単位帯域当た り の通信

料金が 、 すべてのネ ッ ト ワー ク事業者間で同一であ

る状況を想定すると、端末側エージェン トの目標は、

できるだけ希望する品質に近い形でコネクシ ョンを

再接続する こ と に な り ます 。一方 、  ネ ッ ト ワー ク 側

エージェン トの目標は、  自らの利益を最大化するこ

とですが、  どのコネクシ ョ ンを接続しても単位帯域

当たりの通信料金すなわち収入は同じですから、  支

出の小さな、  すなわちできるだけ自らの資源を節約

でき る コネ ク シ ョ ン を選んで再接続する こ と にな り

ます。

端末側エー ジ ェ ン ト と ネ ッ ト ワー ク側エー ジ ェ ン

トは、互いの交渉を通して、  自分の目標に合致した

ものを選択し合う必要があります。このよ うな相互

選択を実現する交渉手順として、  以下のよ うな手順

を考案しま した  ( 図 2 ) 。  まず端末側エー ジ ェ ン ト

が ネ ッ ト ワー ク側エー ジ ェ ン ト に コ ネ ク シ ョ ン 接続

要 求 メ ッ セー ジをブロー ド キ ャ ス ト し ま す 。 ネ ッ ト

ワー ク側エージ ェ ン ト は 、  自分の目標に合致した接

続要求を幾つか選択し、 入 札 メ ッ セー ジを送出しま

す。端末側エージ ェ ン ト は 、 送 ら れ て来 た入札 メ ッ

セージの う ち最 も自分の目標に合致 し た も の を選

び、落札メ ッセージを送出します 。以上述べたよ う

な交渉によって、  コネクシ ョンの再接続が実現され

ます。但し、  このよ うな交渉は、すべてのコネクシ

ョ ンが再接続されるか、  ネ ッ ト ワー ク資源がすべて

使われて 、それ以上コネクシ ョ ンを再接続するこ と

ができな く な る まで繰 り返 され ます 。

計算機シ ミ ュ レーシ ョ  ンによって、  交渉手順を評

価した結果、以下のこ とが明らかにな りました 。 ( 1 )

ネ ッ ト ワー ク 側 エージ ェ ン ト が自分の持つネ ッ ト ワ

ー ク資源量に見合つた数の入札メッセージを送出す

る こ と で 、少ない メ ッ セージ数で 、端末側エージェ

ン ト と ネ ッ ト ワー ク側エージェン トがそれぞれ自分

の目標を達成できる 。 ( 2 ) ネ ッ ト ワー ク側エージ ェ ン

ト は 、 他 の ネ ッ ト ワー ク 側 エージ ェ ン ト に 対 し て秘

密裏に入札 メ ッ セー ジ数を若干増やすこ とに よ り 、

自らの利益だけを向上させられる。  (3)端末側エージ

ェン トは 、多少 、  品質要求を下げることで、  コネク

シ ョンが全く再接続されないと言 う最悪の事態を避

けられる。特に( 2 ) と ( 3 )の結果は、  自らのェージェン

ト の動作を工夫するこ とで 、  交渉手順に従いつつ、

自分の目標達成度 を高め ら れ る こ と を 示 し て い ま

す。

4 様々な環境に適応する通信品質制御を目指して

図 1 ( 1 )(3 )の交渉が行われるのは、 通信の開始時や

ネ ッ ト ワー クの障害時等、比較的限られた時なので、

交渉時間に対する制約はそれ程強くありません。従

って 3で述べたよ うに 、人間社会を模したマルチェ

ージェントシステムの応用が期待できます。  しかし

図1( 2 )の交渉は、 会話する相手が変わった時等、 頻

繁に行う必要性が予想されるので、  交渉時間に対す

る制約は強くな り ます 。従つて 、単純なェージ ェ ン

トによる単純な交渉が望まれます。これに対しては、

蟻の集団等の動物社会を模したマルチェージ ェ ン ト

システムが、  1 つ の ヒ ン ト に な るのではな ぃか と考

えています。

以上、 品質を制御するために必要な3つの交渉に

ついて述べてきましたが、  これらの交渉の方法を具

体化させ、  いつでもどこでも誰とでも希望の品質で

通信でき るシ ステムの実現を今後目指して行き ま

す。
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こ れ ま で 2  回に直つて多少堅苦しい話しをしま  したので、  少し話題を変えます。 本号がお手元に届く のは

暦の上ではもう秋で菊花香る季節も間近ですので、  今回と次回は第に縁の深い皇室の話しをします。  皇室と

A T Rの係わりのハイライ トは何と言つても 1 9 9 1年 5月の天皇 ・ 皇后両陛下のご来訪で、引き続き1 9 9 3年4
月秋篠宮・同妃両殿下のご来訪、 1 9 9 4年 9月京都での I  T U  (国際電気通信連合)全権委員会議に並行して
開催された電気通信展での皇太子 ・ 同妃両殿下のご視察と三度にも及び、  いずれも後で述べるよ うに便乗型

ではあ りましたが 、  小さな組織にしては異例と言つていい程の多さです。  以下順を追つてェピソー ド を ぃ く
つかご披露します。  今回は天皇 ・ 皇后両陛下のご来訪の話題です。

① ラ ッ キーな タ イ ミ ン グ
まず1991年5月の天皇 ・ 皇后両陛下のご来訪ですが、  これは京都府字治市での全国植樹祭を機会に実現し

たものでした。  全国植樹祭は各都道府県の持ち回りですので、 一つ一つの都道府県にしてみればざっと5 0年
に一度しか巡つてこない出来事です。  したがってどの自治体もその機会に一番の目玉をご視察願うのが通例
で、 京都府の場合それはまさに建設が始まったばかりの関西文化学術研究都市であったと思われます。  その

中で研究機関として唯一完成していたが A  T Rであったわけで、  い うなれば自動的に決まったもの と推察し
ています。  これがもし数年早ければA  T Rはまだ出来ておりませんし 、数年後であればいくっかの ( しかも

比較的公的な)  機関が完成しており、  それらの中から A  T Rが選ばれたかどうか、  また限られたご視察時間
内では甲乙つけがたく、共倒れになったやもしれません。  自ら言つて し ま っては実 も蓋 もあ り ませんが 、何

もなぃ と ころに始めて落下傘降下して苦労した A  T R ですか ら 、  この よ う なご褒美に預かってもばちは当た
る ま ぃ と は 思 う も の の 、  ま こ と に f発倖かっ名誉なことでした 。当時ご健在だった花村前会長は、  こ と あ る 度
に 「 余 程 し っ か り し た と こ ろ で ない と こ う ぃ う 名誉な こ と には な ら な ぃ 。  A T R が認められている証左だ」
と 言 つ て い ら っ し ゃいま した 。

② 周辺の動きと変化
さて 、現実にご視察が近づくにっれ、 A T  R のみな らず ま ゎ り は何 と な く慌ただ し く な っ て き ま し た 。 ま
ず目に見えて変わったことは周辺の道路の整備が一気に進んで当日が迎えられたことでした。  それまでバス
のすれ違いさえ難しぃ昔ながらの道しか無かったのが、  今の A  T R周辺に見られる立派な道路が概ねその全
容を見せました。  これは勿論住宅都市整備公団はじめ多くの関係機関の方々のご尽力のお陰ですが、 私のよ

う な素人には正直なところ一週間前でもこれで大丈夫だろうかと気を採んだものでした。  それから行事の主
体が大規模な植樹祭であったことから、  警備には全国から大勢の警察宮が集まり、  A T R最寄りの駅近辺で
も例のねずみ色のバスを停めてそこを拠点に動務している警察官の方々が見られたり、  警察官が道を尋ねる

といった微笑ましぃ光景も見られました。  また事前段階でのA  T R自身の警備はほぼA  T Rの自主性に任さ
れました 。  これは勿論何度にもわたる下調べの結果ですが、  お願いしている警備会社などが日頃きちんとや

って頂いてきたお陰で、  A T R に と っ て も名誉な こ と で し た 。
警備といえば、  行幸日程の詳細は最後まで公表されずA  T Rでも関係者限りで準備を進めたのは当然でし
た。 私事ですが、 私はある日帰宅しますと、  知らない筈の妻から

皇室とA T R (その1)

一 天皇 ・皇后両陛下ご来訪 一

(株)国際電気通信基礎技術研究所

顧 問  葉原 耕平

「A  T Rに天皇陛下がお見えになるんですって?」  と聞かれ大変驚
きました。 「誰から聞いた?」、 「今日交番の方が、お変わりありま
せんかって台帳もって調べに見えたから、  い ろ い ろ 話 し て た ら 、

A T R今度は大変ですねって言われて、  何のこ とですかって聞い
た ら 、  あっ、 天皇陛下が来られるの奥さんご存知なかったんです

か、 これはまずかったかな、  と言つてたわよ。本当なの? 」  と い

う こ と が あ り ま し た 。警察がそれ と な く近隣の警備に気を遺い 、

地道に努力されている こ と をあ らためて認識した こ とで した 。

③ ご視察本番と ノ ウハウ
肝心のご視察にっいては、  限られた時間の中で何をご覧にいれ
るかは随分考えました。多くの場合実演を伴うのがご理解頂き易

い。 当時 A  T Rの目玉の一つは臨場感通信に向けた立体表示技術
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で、 3 D 眼 鏡 と デ ー タ グ ラ ブ  ( こ の デ ー タグラブ購入のェピソー ドは10周年記念特集 p.44) で対象の 3 D
映像をほぼ実時間で自由に操作出来る技術が出来ており、  日常見学の方々から好評を博してぃましたので、

これも候補の一つに考えました。  ところがこれは3D眼鏡をお掛け頂かねば面白味は殆どありません。幸い、

日裏前社長のお骨折りでさる筋に内々打診して頂いたところ、  それは と ん で も な い と ぃ う こ と が 分 か り 、  断

念しました。  何でも眼鏡などは髪のセッ ト を崩す危険がある とのこ と 。  これは大変な ノ ウハウでした 。  そん

な こ と も あ り実際にはニュー ラ ル ネ ッ ト ワー ク ( 神経回路網 )技術による手書きのひらがな認識と自動翻訳

電話技術の二つをご視察頂くこと としました。勿論、  いずれも当時の最先端技術でした。手書きのひらがな

認識では、 青木千里研究員による実演に加えて陛下御自身でのご体験をお勧めして見ました  ( これは眼鏡の

一件もあ り 、 その筋からお叱 り を受けはし ま ぃか と本当はおっかなびっ く り で した ) 。 が 、案ずる よ り生む
は易し、  「書 い て み ま し ょ う か」 と い う こ と に な り ま し た 。 そ う は 言 う も の の 「何で も ご自由に」 と申し上
げるのも選択肢が多過ぎ、  また一つに限るのも失礼である と考え 、  「た と え ば “へい せ い ”  と か “へい わ ”
な ど い か が で ご ざ ぃ ま し ょ う か」 と 申 し上げた と こ ろ 「それでは “へい わ ”  と 書 い て み ま し ょ う」 と ぃ う こ
とになり 、結果は勿論きちんと認識できました。白状しますと、研究者の努力に万全の信頼をおいてはいた

ものの、 敢えて難しぃ字をお勧めすることもあるまぃ とい うのが正直な気持ちでした。  陛下のお人柄を想像

して 、御自身の “へい せ い ”  よ り 多 分 “へい わ ”  をお選びになるのでは と ぃ う読みも的中しま した 。実は
へ” も “ い ”  も比較的易しぃ文字で、つい で に 、 お書 き に な っ て い る 時 「“ わ ” は し ば し ば ' れ ”  と 紛 ら わ
し ぃ こ と も ご ざ ぃ ま す」 と申し上げますと  「ああ、  な る ほ ど」 と ぃ ったご納得の表情だったこ とを覚えてお
ります。結果が成功裏に終わった時 「大丈夫でした」 とおっ し ゃ り、  また天皇陛下が皇后陛下に 「あなたも
ど う ? 」  と勧められ皇后陛下が 「い い え 、 私 は ・  ・ ・ ・ 」 とやんわりご辞退になったのも 、失礼ですが大変
微笑まし く拝見しました 。  お書きになった用紙はその直後、  主管の淀川社長から直ちに侍従の方にお渡しし

ました。  こ れ は 「ご真筆は残してありません」 と ぃ う意志表示の積も りで 、案の定、そのままご く自然にお
受け取り頂きました。

この実演には後日談があります。  あ る パーテ ィ ーの場で、 京都府知事の荒巻さんが恐らくューモ ア だ と 思
いますが こんな こ と をお っ し ゃ っ たのです 。  「天皇陛下に字をお書きになるよ う勧めた厚かましぃ人がおり
ま し て ・  ・ ・ ・ 陛下も公衆の面前で字をお書きになったのは学習院以来ではなぃかと思います」。 な る ほ
ど日常 、数多 くの署名をな さ るではあ り ま し ょ う が 、殆ど執務室内のこ とで 、  われわれ庶民の目に触れると

こ ろ で と ぃ う の は 、  本当に貴重な機会であったと言えましょ う 。

次は自動翻訳電話のご視察ですが、 ここでも担当の樽松社長らによる実演に加えて実際に音声認識の実験

をご体験頂きました。残念ながら、  これはうまくぃきませんでした。それは二つの理由があり、事前の話者

適 応 な し で あ っ た と ぃ う  ( これは覚悟の上 )  こ と と 、 危 惧 し た 以 上 に マ ス コ ミ の 皆 さ ん の カ メ ラ の シ ャ ッ タ

一音がすざ ま じ か っ た こ と で し た 。 今で も 、 あ れだけのシ ャ ッ 夕ー音の中での認識はかなり難しぃのではな
いかと思います。 い く ら事前にお願い し て あ っ て も 、 マ ス コ ミ の皆 さんは本能的に行動されるのでし ょ う 。

これは、後々の大きな教訓になりました。たとえば1 9 9 3年 1月の自動翻訳電話国際実験の時にはマスコ ミ の

皆さんにも事情をよ くぉ話してご協力をお願いした上に、  音声入力のマイクの配置、  指向性には細心の注意

を払いました。  また、 不特定話者対応の音声認識技術への更なる挑戦に弾みをっける こ とに もなった と思つ
ています。  しか し 、昔な ら切腹もののよ う な この出来事も 、最先端の研究にはそ う ぃ う こ と も付 き組 う と ぃ

う実態をご覧頂いた訳で、  決して無意味では無かったと信じています。

④ 近鉄さんと山田川駅

冒頭に書いた よ う に 、  このご視察は京都府主催の行事に付随するものでしたので、  全ての行事は京都府下

で完結するよ うに計画されていたもの と推察してお り ます 。実は A  T Rは京都府の南のはずれにあり、数キ
ロ南はもう奈良県です。  こ れ まで A  T Rにお越しになった方々の多くは近鉄京都線の 「高の原」 駅を ご利用
になったか と思いますが 、  この駅は実は奈良県内にあるのです。  そのためかどうか、  A T Rご視察の後は最
寄りのも う一つの駅である 「山田川」 駅に向かわれました。この駅は京都府下にあります。  しかし、 これは
ロー カル駅で普段急行は止まりません。 ま してや近鉄さんご自慢の特急が止まるなど とい う こ とは 、それま
で一度もなかったものと思います。  と こ ろ が 、  当日は実にその特急が山田川駅に止まりご一行がお乗りにな

られたのです。  近鉄さん、  後にも先に も一度のことかもしれません。  その少し前から道路の整備と合せて、
山田川駅とその周辺がこれまた見違えるほど整備されました。  今でも電車はローカルしか止まりませんが、

バス乗り場から改札口まで雨でも1需れなぃ立派な駅になりました。  皇室効果とぃえばお咎めを受けるかも ・し
れませんが、 やはり偉大なものだと実感する次第です。

⑤ ァ ッ ト ホームなお出迎え
最後に A  T R な ら で は と い う こ と に 触 れ て 終 り に し ま す。 当日は外国人研究者とそ
の子女も加わって国際色豊かなお出迎えになりました。  両陛下は親し く子供さんにも

楽 し そ う に 「どちらの国から? _」 などの趣旨のお声をお掛け頂きました。ついで に 、 事
務方がそろそろ時計を気にしはじめるかな、  と い う 絶 妙 の タ イ ミ ン グ で さ っ と 次 に お

移りになられるのを目の当た りにして 、  さすが、  と妙に感心したものでした。
( つづく )
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短信

「研究は人なり」

大阪大学 大学院工学研究科 電子情報工ネルギ一工学専攻

教 授 岸野 文郎
(元A T R通信システム研究所 知能処理研究室 室長)

毎回、 A T R ジ ャーナルを拝見するのを楽しみにしており、  中で も こ の  「短信」 欄を楽しみにしています。
が、 自分が書く段になると何を書けば良いか、  A T R時代にお世話になったいろんな方の顔が浮かび悩んで

しまいます。

早い もので A  T R を離れてから 1年経ちます 。思い出してみますと 、  A T  Rへの出向は平成元年6月1日

でしたが、  はじめて聞いたのは5月の連休前、  当時の部長で今年4月から東京大学へ移られた安田さんか ら

でした。  ご多分に漏れず、  その年の始めから社宅を出て、  一準f家を買つて住み始めたと ころでした 。  私の人

生訓は 「 与えられたポジシ ョンでべス トを尽 くす」 であ り 、  また出身も三重県でしたのでそれほどの違和感
はありませんでした。  7年間もぉ世話になるとは思いませんでしたが。

その頃は、 前任の室長の小林さん  (現千葉工業大学) ら が ご苦労 されて臨場感通信のプ ロ ジ ェ ク ト イ メ ー

ジを固めっつある と きでした 。その後、  「臨場感通信会議」 プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、  3 次元 C  G、  3次元画像
認識、眼鏡なし立体表示、仮想物体操作、  など各種の研究分野に手を延ばし、皆さ ・ん方の想定 さ れ た イ メ ー

ジと異なった方向へ行つたのではないかと心配しています。  丁度私が着任した頃から、  バ ー チ ャ ル リ ア リ テ
イ ( V  R )  の言葉が国内外で浸透しだし、  我々のプ ロ ジ ェ ク ト が V  Rの通信へ適用した好例だと皆さん方か
ら評価されたのは幸いでした。  お陰様で、  プロジェ ク トの研究終了の約 1年前には I  T U全権委員会議で世

界中の人々に披露し、好評を博することが出来ました。関係機関、上司の方々、一緒に頑張つた仲間達のお

陰だと思います。  本当に有難うございました 。

私は甲斐出身ではありませんが、  「人は石垣、人は城」 とは良 く言つたものです 。研究も正し く人だ と恩
います。私はいろんな企業から大切な研究者に来ていただくとき 、以下の 3つのことをお願いしていました。

まず第1が出向者自身の成長、  第2が出向元への将来の製品開発に装がるSeed sの持ち帰り、 最後に A  T R

の ア ク テ ィ ビ テ ィ を 高 め る こ と で し た 。 組織が小 さ い こ と も あ り 、  研究者はA  T R の代表者と して頑張らざ

る を え な く な り 、 決 め ら れ た ス ケ ジ ュールの中で ( 出向期間の多 くは 3年 ) 立派な研究をして くれま した 。

名前は略させていただきますが、  A T Rでの研究をきっかけに更に研究を進めた方も含め、  10人以上の方が

ド ク 夕一を取得するこ とが出来ました。また 、  出向期間中に最低1回は国際会議に投稿し、海外出張する機
会を持つても ら う ょ う にお願いし 、全ての方に実行して も ら う こ とが出来ました 。 これ らの研究成果以外に

も、 今すぐ製品化には結びっかないとは思いますが、  多 くの ノ ウハ ウ を持ち帰つていただ ぃた もの と確信し

ています。

しかし、一番の成果で、何物にも代え難いのは人の業がりだと思います。将来はA  T R で の 人 的 ネ ッ ト ワ

ー ク を利用した国際的なプロジ 、工 ク ト が ビ ジネ スの世界において展開 され る こ と を期待 した ぃ と思います 。

21世紀においては限られた地球資源、 環境間題、 等を考えると一社のみで独占的に事業を展開するのではな

く 、 広 く他社 、他国 と も協調しなが ら歩まざ る をえな く な る と思われます 。  この よ う な局面においては A T

Rにおいて築かれたネッ トワークは必ず役に立つものと信じています。

このような成果が得られた要因の一つは、  セ ン ターオブェ クセレンス と して世界中から第一線の方々を招
聘するこ とによ り最新の情報を集める こ とが出来たこ とです 。  これは京阪奈地区という立地条件も非常に良

かったと思います。  日本に興味を持たれる方には奈良、  京都という地名は抜群の効果を発揮することが出来

ま した 。幸い A  T Rは国内外から高く評価されていますが、  更に新しぃものに挑戦し続けて、  真の世界のセ

ン夕一オブェクセレンスの地位を築いていただきたいと思います。

私は昨年7月から大阪大学でお世話になり、  ヒ ューマンインタフェース工学講座を担当しています。幸い

A T Rで同じ釜の飯を食べた北村さんも参加してくれています。人にやさし く 、使いやすぃ、役に立つ高度

情報社会の実現を目指して研究 ・教育に頑張つていきたいと思つていますので、  A T R関係者の皆さんには

今後ともよろし くお願い致します。
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A T R知能映像通信研究所では、 スタンフォー ド大学言語情報研究所 ( C  S L l )  と共同で、 将来の対

話型メディアに関するワークシ ョ ップ 、  A T R / M I C C S L l対話環境における感情移入の形成ワー

ク シ ョ ツ プ を 、  6月 6日 (金 )に開催いたしました。この分野の第一線で活躍している国内外の研究者

40名以上が参加し、 活発な議論が行われました。

A T R知能映像通信研究所では、 「 マルチメデイ  アを .駆使した新しぃコミュニケーシ ョ  ンの創出」 を目標
に、研究を進めております。そのひとっの新しぃ試みとして、  アーテ ィ ス ト と技術者の共同による対話型の

映像メデ ィアの創作を行つてお り ます 。

こ の ワー ク シ ョ ッ プ は 、  将来の イ ン タ ラ ク テ ィ ブ メ デ イ ア の方向性 を探 る こ と を 目的 と し て 、  イ ン 夕 ラ ク

テ ィ ブ メ デ イ ア の 鍵 と な る 感 情 移 入 の 形 成 を テーマ と し て と り あ げ 、  メデイア新技術開発の中心地S i l i c o n

V a l l e y に位置するス夕ンフォード大学で開催いたしました。新しぃ電子メディア科学技術および映画・ 劇な

ど従来メデイアの双方の立場からの最新研究動向の発表、  および活発な討議を行いました。

具体的には、 Byron Re e v e s教授による開会挨拶のあと、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ メ デ イ ア の 将 来動向 、  文 学 ・ 演

劇 ・ 映画 ・映像を中心とした従来型メデイアにおける感情移入生成の技法、感情移入を可能とするコンピュ

一夕 キ ャ ラ ク 夕 / ア バ 夕一生成の技術、 イ ン夕 ラ ク テ ィ ブ映画システムの実例をテーマに六件の講演を行い、
それに引き続いて全体討論を行いました 。

ワー ク シ ョ ッ プ の テーマは斬新であり、  多くの先端研究者の参加を得ることができました。  その中で、 ァ

ーテ ィ ス ト と 工 学 者 と の 共 同 に よ っ て イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ メ デ ィ ア の 創 作 を 試 み て い る A  T Rの活動は高く評

価されま した 。  また 、討論では、感情移入をもたらすには単にイン夕ラ クテ ィブにするだけでは不十分であ

り、  イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ メ デ イ ア で も や は り 創 作 側 の コ ン ト ロールが重要であること 、  そのためには従来型の

メデイアで開発されたさまざまな技法が応用可能であるこ となどが指摘されました 。

Kristine Samue lson教授

◆主 催 AT R知能映像通信研究所/ス夕ンフォー ド大学言語情報研究所 (CSLI)

◆日 時 1 9 9 7年 6月6日  (金)

◆場 所 ス 夕 ン フ ォー ド大学CSL I  Cordura Hall

◆参加者 招待講演者、ATRからの講演者、  ス 夕 ン フ ォ ー ド大学からの講演者の他、大学、  関係する研究機

関を中心に43名が参加
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A T R知能映像通信研究所では、 情報メディアにおけるひとらしさをテーマとしたワークショップ、 第
一回ATR M IC社会的エージェントワークショップを、 4月2 1日 (月 )と 2 2日 (火 )の2目間にわたり
開催いたしました。 この分野の第一線で活躍している国内外の研究者100名以上が参加し、 活発な議論が

行われました。

A T R知能映像通信研究所では、 人間らしぃ親しみのもてる計算機イ  ン夕フェースを目標に、  将来のェー

ジ ェ ン ト イ ン タ フ ェー スのための情報科学的研究と人間同士のコミュニケーションに関する人文科学的研究

との融合を目指して研究を進めております。

こ の ワー ク シ ョ ッ プ で は 、  ヒ ューマンイン夕フェース 、  認知科学、 社会心理学、 .文化人類学、 哲学などの

立場か ら 、 エージ ェ ン ト コ ミ ュ ニ ケー ションの研究状況、工学と人文科学の協力のあり方、  また今後の方向

性などにっいて、最新の研究状況の発表、研究課題の議論、意見交換の場を設けました。講演者には、  John

P e r r y 教 授 ( ス 夕 ン フ ォー ド大学言語情報研究所所長)  を初めとして 、  国内外からこの分野に関わりのある

多数の著名な研究者を招待しました。

具体的には、 「社会的エー ジ ェ ン ト の アーキ テ ク チ ャ」、 「 マルチモーダルイン夕ラ クシ ョ ン」、 「社会的イ

ン タ ラ ク シ ョ ン」、 「イ ン タ ラ ク シ ョ ン に お け る ひ と ら し さ」 の四つのセッシ ョンで計 1 2件の講演および活発

な議論が行われました。  さ ら に 、  当研究所の成果見学会も実施し、 ヴ ァ ーチャル歌舞伎システム、  メ タ ミ ュ

ージアム 、対話型映画ワ ンダー ラ ン ド 、  トーキングアイを見学して頂きました 。

聴講者からは、  社会的エージェン  トは 、  先端的で重要な研究テーマであ り 、  情報科学的視点と人文科学的

視点とを取り入れたATRの分野横断的なアプローチはすぐれている とい う意見 、  および今後とも定期的にこ

の種のワー クシ ョ ップを開催して欲しぃ との要望を多数いただきました 。

John Pe r r y教授 三宅 なほみ教授

◆主 催 ATR知能映像通信研究所

◆日 時 1997年4月21日 (月 )、2 2日 (火)

◆場 所 ATR大会議室

◆参加者 招待講演者ならびにATRからの講演者の他、 大学、 関係する研究機関を中心に107名が参加
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ATR音声翻訳通信研究所は、  日常使われる自然な話し言葉を翻訳する多言語間の話し言葉翻訳システム

「Chat Translation」 を開発したことを5月1 9日報道発表しました。

多 くの翻訳ソ フ ト ゥ ェ アが既に販売されていますが 、  そのほとんどが書き言葉による文章を対象としてい

るため、  日常使われる自然な話し言葉を翻訳するには不十分でした。

今回開発したCha t  Translationは、 販売やサー ビスの窓口などでよく耳にする  「電話番号をお聞かせいた

だけますか」 といった謙譲表現や、  「快適なのありますかホテルの部屋」 のよ うに文法から少し逸脱した日

常的な言い回しなどを翻訳するこ とができます 。 また 、翻訳する表現が文とい う単位でな くて も 、  ま と ま り

のある句ごとに順次翻訳するため、  音声認識に誤りが生じた場合も、  正しく認識された部分を手掛かりに意

味を くみ取れる程度の翻訳ができる よ うにな り ま した 。 これによ り 、従来方式では翻訳できなかった誤つた

表現も部分的に翻訳を可能とし、  翻訳率が大幅に向上しました。 さ ら に 、  複数の言語間の音声翻訳、 すなわ

ち日英間および日韓間の双方向翻訳、 ならびに日本語からドイッ語への翻訳も可能にしました。

開発したCh a t  T r a n s l a t i o nは、主要全国紙および地方紙に大きく掲載されました。紙面において、 5月21

日よ り 2 4 日 まで インテ ッ ク ス大阪で開催された 「パー ソナルコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ・ ネ ッ ト ワ ー キ ン グ 展 ' 97」

( (社 )大阪国際見本市委員会主催)  に出展するこ とが取り上げられました。また 、本年 8月 2 3日から 8月 2 9

日まで名古屋市で開催される第 1 5回人工知能国際会議 ( I  J C A I ' 9 7 : 人工知能に関する世界最大の国際

会議)  において、Ch a t  T r a n s l a t i o nに関する研究発表を行なうとともに、パー ソナルコンピュー 夕一に実装

し たシ ステムのデモンス ト レーシ ョ ン を行な う こ と も報道 されま した 。

目本 t香

・よいレストランはあるにはあるんですがホ
テルから車で三十分<らい掛かりますが

There is a good restaurant, but it w l ii take
about thirty m inutes by car from the hote l

ドイッ艦
Es g lbt das gute Restaurant,aber man braucht vom
Hotelaus circa dreiBig Minuten mit dem Auto,
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(社)  大阪国際見本市委員会が主催して 5 月21 1ヨより2 4日までインテックス大阪で同展が開催されま
した。同展において、 近畿テレコム懇談会が出展したT E1 L E C 0 M '9 7-]ーナーにA  T R音声翻訳通信
研究所の多言語話し言葉翻訳システムを展示しました。 参加者は約51 ,2 0 0名で、  盛況でした。

来場者の方々に自由にキーボー ドから

入力してもらい 、  イ ン 夕一 ネ ッ ト 上 の キ

ーボー ド間の対話 「チ ャ ッ ト」 を日本語

と英語ならびに韓国語との間で体験して

も ら う デ モ ン ス ト レー シ ョ ン を行い ま し

た。特に、  日本語の入力に対して、英語、

ド イ ッ語 、韓国語の翻訳をできる よ うに

しました。  A T  R で既に開発している音

声合成システム 「 C H A T R 」 を この翻

訳システムに接続して、  多言語の合成音

声を出力しました 。  日本語話し言葉の長

三ヵ国語の合成音声を順次出力するデモ1

り やす く 、好評でした 。

開発したChat  Translation は、 従来の典型的な翻訳方式である文解析と文構造変換との直列的な処理とは

異なり 、  断片的な翻訳例をパ夕ン化した対訳用例を利用する用例翻訳と文解析との処理を協調的に融合させ

て実行するものです。新しく考案した翻訳方式「協調融合方式」 に よ っ て実現 し ま し た 。 こ の 「協調融合方

式」 は、 対訳用例のパ夕一 ン的な捉え方と文の仕組みの構成的な捉え方とを相補的に適用しながら最適な部

分訳を作り出していきます。そのため、文の終了を示す句点が現れなくとも 、句などの単位ごとに翻訳結果

を順次作り出すことができます。  対訳用例として記憶している ,題川染みのある類似表現に習つて翻訳結果を出

力しますので、  従来極めて取扱いが困難であった規範文法の枠を越えた日常的な表現を翻訳できます。  既成

の翻訳ソフ トに不満をもっている見学者からは、  当システムの翻訳精度が高いことを認める多くの感想が聞

かれました 。

ノ ー ト 型パ ソ コ ンに実装した日本語 ・  英語間対話に限定したシ

ステムも展示して 、  よ り 見近な も のに な っ てい る こ と を 示 し ま し

た。見学者からは、説明を聞くな り  「幾らですか」、 「今持つて帰

れますか」 と ぃ う何件もの質問が出ました。説明者は今後のソフ

ト販売の体制などにっいて現在検討中であることを説明しました。
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5月12日、 多忙なスケジュールの合間を縫つて小杉隆文部大臣がA  T Rに来訪されま  した。 大臣は関西文

化学術研究都市と奈良県内の研究施設を順次視察されましたが、  A T Rでは、  音声翻訳通信研究所と人間情

報通信研究所のデモンストレーションをご覧になりました。視察後の懇談の中で大臣は、基礎技術研究、  と

りゎけコ ミ ュ ニ ケー ションに関するものの重要性を強調されていました。

第1 0回ATR研究発表会の開催日のお知らせ

毎年秋に開催しご好評を頂いております  「 A  T R研究発表会」 は、 今回で 1 0回目を迎えることになりまし

た。

以下の通りの開催を予定致しておりますので、  お知らせ致します。

ご多用のこととは存じますが、  ご来場賜りますょうぉ願い申し上げます。

開 催 時 期
平成9年 1 1月 6日  (木) 1 0時̃1 7時 ( 第 1日目 )

平成9年 1 1月 7日  (金) 1 0 時 ̃ 1 7 時 ( 第 2日目 )

開 催 場 所
弊社にて開催致します。

( :于 619-02 京都府相楽郡精華町光台2-2)
第 1 日 目  第 2 日 目

開 催 内 容
総括講演 〇

テーマ発表 〇 〇

ポス ターセ ッ シ ョ ン 〇 〇

※ご質問等がござぃましたら 、  事務局[ (0774) 9 5 1 1 5 9 ]までお問い合せ下さい。
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第55回 97年5月12日 ( メ デ ィ ア 科 学 シ リ ーズ第4回)

講演題目 : 3次元物体のコピーの生成

A T R に招聘教授として滞在中  ( 4 月15 日 ̃ 5月25日)  のスイス ・ チ ュー リ ッ ヒ 大 学の ピ一 夕 ・ ス 夕 ツ キ
教授に、上記テーマでご講演いただ き ま し た 。 教授は ド イ ッ の フ ラ ウ ン ホーフ ァ研究所 ( コ ン ピ ュ一夕 グ ラ

フ イ ク ス 分 野 )  の副理事長を務めるなど、  コンピュー タ グ ラ フ イ ッ ク ス  (CG)、 コンピュ一夕 ビ ジ ョ ン な ど
画像処理関連の広い分野で活躍されています。  「 3次元物体のコピーの生成」 と題して 、  CGの表示技術とス
テ レ オ リ ソ グ ラ フ イ 一技術を用いた 3次元コピーの生成技術に関して、  医療分野への具体的応用を交えなが
らご講演いただきました。

E,特許紹介

特願平06-033489 No.2572200
ア レーアンテナの制御方法及び制御装置

本発明は、 アレーアンテナのビーム形成において、  先にマルチビームを形成しておき 、  その中から出力の

大き ぃ ビームを選択して、  CMA (Constant Modulus Algor i thm) を機能 させ る ア ダプテ ィ ブ ア レーア ン テ
ナであり、かっ、CMA処理器を複数個設け、各々の演算開始時の初期値を調整することにより、直接波と遅

延渡を分離して受信することを特徴としています。直接波と遅延波の分離に、  同じ構成のCMA処理器を複数

個用意すればよいので 、ハー ド ゥ ェア構成が簡単にな ります 。  また、複数個のCMA処理器を並列に動作させ

て処理が行えるため、演算時間が短くなります。本発明は、移動通信の複雑な電波環境 (干渉波やマルチパ

スフェージングのある環境 )  下にあって、  高品質な通信を実現するアンテナを提供しています。

特願平05-061641 No.2609196
類似度計算装置

従来、 自然言語処理等において入力情報とあらかじめ記憶している比較情報の類似度を計算する場合は、

非常に多くの処理時間を必要とした。

本発明では、 単語の意味を階層的に分類し体系化した類語辞書を外部知識として用意し、  それと入力情報

及び比較情報を照合して得られるそれぞれの特徴に対応した類語コー ド を 比 較す る こ と に よ り 、  並列拘東計

算を可能とした。

特願平05-046925 No,2509860
パターン生成装置

従来、 イ ラ ス  ト 的 な グ ラ フ イ  ッ ク パ 夕一 ンを生成する場合は、  基本的に鉛筆 メ夕フ ァに基づ くため 、  あ る
程度具体化したイ メージを必要とする と と もに 、  絵を上手に描くためのスキルがューザーに必要だった。
本発明は予め記憶したプロト夕イプパ夕一 ンを基に、 これらの変形バリェーシ ョ ン を提供す る こ と に よ り 、
ユーザーに過度な要求をする こ と な く想定パ夕ーンの概念をサポー ト し な が ら パ タ ー ンを生成できる装置で

ある。  具体的には、 入力されたパター ン を予め記憶 されてい るプ ロ ト タ イ プパ ター ンを基づいて、  興奮性一抑

制性ぺア素子を複数結合したニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クを用いて、  記憶 さ れ てい る プ ロ ト 夕 イ プ パ タ ー ン間 を

補間した出力パ夕一 ンを生成するパター ン生成手段と、 入力パター ンの値や興奮性の結合係数をパラメ 一 夕
と し て 変 化 さ せ る こ と で 、 記 憶 さ れ て い る プ ロ ト 夕 イ プ パ 夕 ー ン間を補間した周期的あるいはカオス的出力

を生成するパ夕一 ン制御手段を備えることで、  曖味な初期概念からある程度のゆらぎを持つて徐々に絞込み
な が ら 実 現す る 。 な お 、 本 装 置 は イ ラ ス ト 的 な グ ラ フ イ ッ ク パ 夕一 ンのみでな く音声パター ンにも応用でき
る 。
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e受賞

★情報処理学会 マルチメディア通信と分散処理研究会 べス トプレゼンテーション賞 (1996年10月25日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

V i sTAは 3 次元CGを用いた都市景観シ ミ

ユレーション機能を考古学の集落データに

適用する こ と に よ り 、  時空間データの仮説

の生成と検証のプロセスを容易に行えるよ

う に す る も ので あ る 。  V i s T Aを用いるこ

とで、  専門家は新しい知識を獲得でき、  非

専門家は専門家の成果を解りゃすく、体験

的に理解するこ とができる 。

V i s T A : 可視化技術を用いた

考古学デー夕の対話的シ ミ ュ

レーシ ョ ン シ ス テ ム

A T R知能映11象通信研究所

第二研究室 研究員
門林理恵子

★日本音響学会 第14回粟屋潔学術奨励賞 ( 1997年3月18日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

管楽器の発音機構を概観し、次に発音機構

の解明に貢献した事例として、管楽器シミ

ュレーシ ョ ンを紹介した 。 さ らに 、  これか
ら の課題 と し て 、 エ リ ァード楽器の発音機

構、 及び現在標準的に採用されているモデ
ル化の間題点を論じた。

識1演 「管楽器シ ミ ュ レー シ ョ

ンの方法と発音機構」
足立 整治

A T R人間情報通信研究所

第六研究室 研究員

★日本音響学会 佐藤論文賞 ( 1 997年3月18日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

相川  清明

津崎 実

河原 英紀

東倉  洋一

ATR人間情報通信研究所
第一研究室 主任研究員

第一研究室 主任研究員

第一研究室 室長

代表取締役社長

周波数が時間とと  もに直線状に変化する場

合、音は直線的な変化ではなく、加速的に

変化する よ う に知覚される こ と を明 らかに

した。また、  この特性が時間遅れと追跡・

予測機能を有する 2次系でモデル化できる

こ とを実証した。

周波数変化追跡の動特性

☆電子情報通信学会 学術奨励賞 ( 1 9 97年3月25日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

「光空間信号処理マルチビー

ム受信アンテナの一構成法」、

「光 ・ マ イ ク ロ 波 融 合 回 路 を

用いた光空間信号処理マルチ

ビーム受信アンテナ」

マルチビーム受信アンテナのビー ム フ  ォー

ミ ン グ ネ ッ ト ワ ー クに 、光空間信号処理を

用いる新しぃ方式を提案した。  本方式を用

いるこ とによ り 、広帯域な複数のマルチビ

ームを 、瞬時に分離する こ とができ る 。  さ

らに、本方式のマイクロ波 ・光変換部の基

本動作を実験的に確認した。

A T R環境適応通信研究所

第三研究室 研究員
柴田  治
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☆電気通信普及財団 テレコムシステム技術賞( 1 9 9 7年3月26目 )

受 賞 功 績 受 賞 者

相川 清明

Haraid Singer

河原 英紀

東倉  洋一

所 属 内 容

論文「Ceptralrepresentat ion

of speech motivated by time-
f r e q u e n c y  m a s k i n g  : A n

app l i ca t ion  to speech

recognition」

ATR人間情報通信研究所
第一研究室 主任研究員

A T R音声翻訳通信研究所
第一研究室 客員研究員

A T R人間情報通信研究所
第一研究室 室長

代表取締役社長

人間の聴覚における時間一周波数マスキン

グ特性の数理的本質を抽出し、 工学的応用

範囲の広いケプス ト ラ ムに基づ く新 しい情

報表現方法を提案した。 この情報表現方法

を用い る こ と に よ り 、 広範囲な条件下で従

来の情報表現を凌美'盤する性能を有する音声

認識が可能であることを実証した。

☆ASVA'97〇rganizing Committee Best Poster Presentatlon ( 1 9 9 7年4月4日 )

受 賞 功 績

ポスター 「A IMandA IMMAT

asSimulator of Auditory Feripheral
Processing Seeing is
believing:Hearing is

S一的陣btralVisualization
受 賞 者 所 属 内 容

津崎 実

R.Patterson

ATR人間情報通信研究所
第二研究室 主任研究員

MRC Applied Psycho1ogy
Unit

聴、覚末梢系のシミュレーシ ョ ン  ・ モデルで

あるA I MとそのM a t l a b用イン夕一 フ ェー
スであるA I MMA Tの紹介を通して、  パ ワ

ースぺク トル的な可視化のみによる音響分

析では、 人間の聴覚情報処理を考える上で

不適当であることを主張した。

☆科学技術庁 第56回注目発明 ( 1 9 9 7年4月14目

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属

A T R光電波通信研究所
無線通信第一研究室
研究員

無線通信第一研究室 室長

三菱電線工業株式会社

三菱電線工業株式会社

内 容

高純度な光源と  して知られる1 . 0 6 µ m帯の

光に対して1000倍以上の高い增幅率を実現

す る フ ァ イ バ ー型光増幅器の構造に関する

ものである 。  励起光のエネルギーを1 .06µ
m帯の光の增幅作用に効率良く変換できる

フ ァ イ バ コ アへの添加材料を特定した点が
発明のポイン ト であ る 。

宮崎  哲弥

唐沢 好男

吉田  実

御前  俊和

光増幅器

☆電子情報通信学会 平成8年度論文賞  ( 1 9 7 7年5月17目)

受 賞 功 績

局所的な句構造によるポーズ挿

入規則化の検討

受 賞 者 所 属 内 容

自然な韻律を持つ音声を規則で合成するた

め 、 ポーズ挿入の規則化を行つた。多数話

者のポーズ挿入傾向を局所的な句構造との

関係から統計的に分析し、  長短2種類の異

な っ た ポ ーズの挿入特性を解明した。 こ の

結果に基づき、  ポーズの挿入頻度を定量的

に制御可能なポーズ挿入規則を提案し、 聴

取実験により有効性を確認した。

ATR自動翻訳電話研究所

音声情報処理研究室
研究員

音声情報処理研究室
主幹研究員

海木 延佳

匂坂 芳典
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e学研都市あれこれ

科学技術振興事業団 創造科学技術推進事業 川人学習動態朋商ブロジェ ク ト

今回は、  A T Rの施設内で研究活動を進めている川人学習動態脳プロジェク  トの松島技術参事を訪ね、 事

業の特徴などにっいてお伺いしました 。

〔川人学習動態脳プロジェク ト 〕

★ 川人学習動態脳プロジェ ク トは 、  脳の情報処理の仕組みを明らかにするため、  神経生理デ一夕の解析、
視覚運動学習に関する心理 ・行動実験、脳活動の非侵襲計測、計算理論研究、計算機シミュレーション、

ヒ ューマ ノ イ ド ロ ボ ッ ト 制御実験を有機的に組み合わせ 、ハー ド ウ ェ ア 、  アルゴ リズム と表現、計算理論

の3つのレベルを同時に研究していると伺つています。研究の詳細は別の機会に讓るとして、  規模などに

ついてご紹介下 さい。

☆ 川人学習動態脳プロジェク  トは1996年10月にスター ト し 、  2 0 0 1年 9月までのちょうど 5年の研究期間で

す。 A T  Rの建物内に研究スペースを設けて合計15人で進めており、  うち 3名は外国籍の研究員、研究費

は5年間で約20億円、  ざっ と こんな と こ ろです 。現在 2 0 あ る E  R A T 〇のプロジェ ク トの一つです。はな

しは変わりますがE  R A T 0 プ ロ ジ ェ ク ト の う ち の 二つは A  T Rの向かぃのけぃはんなプラザの中にも有

り ますよ。

〔創造科学技術推進事業一E R A T 〇〕

★ E R A T 0  (Exp1oratory Research for Advanced Techno1ogy) は科学技術庁所管の特殊法人である

科学技術振興事業団が新しぃ科学技術の芽を積極的に生み出すことを目的として国費で行つているもので

すが、 E R A T 0 プ ロ ジ ェ ク ト の位置づけにっいてお願いします。

☆ 科学技術振興事業団の研究推進事業にはE R A T 0のほかに個人研究推進制度 ( P  R E S T 0 ) 、  戦 略

的基礎研究推進事業 ( C  R E S T 0 ) 、 国 際共同研究事業 ( I  C 0 R P ) が あ り ま す 。 個人の持つている

研究テーマの種を育てる P  R E S T 0 、  国が設定する戦略目標に沿つたテーマの研究を推進するC  R E S

T 0 、国際共同研究に眼目のある I  C 0 R P と い う 中 で 、  E R A T 0 は 若い リ ーダーの も と で個人の才能

発揮の場を与え独創性に富んだ探索研究を行うことを狙つています。

★ 基礎技術の研究 ・ 時限プロジ ェ ク  ト な ど A  T R との共通点がありますが、  A T R と の比較で違 う点をお

話しぃただけますか。

☆ 一つはA  T Rの場合、  研究テーマを基盤技術研究促進センターに申請するよ  う な形であるのに対し、  E

R A T 0の場合は科学技術振興事業団創造科学推進事業部の中の研究主題グループというところでテーマ

と そ の研究を指揮す るプ ロ ジ ェ ク ト リ ー ダ ーを探し出し 、新技術審議会の審議を経てプロジェ ク トがスタ

ー トする こ とですね。

それから、  研究規模の違いがあります。  プ ロ ジ ェ ク  ト リ ー ダ ーの顔が見える範囲で開発と言う ょ り創造

的研究を行 うため 、期間は 5年 、  人員は約2 0人、総額2 0億円程度と決められています (因みに、  A T  R の

プロジ ェ ク ト の場合 、期間は 7 ̃ 1 0 年 、  人員は約60人、総額100億円超)。

また、 プ ロ ジ ェ ク  ト リ ー ダ ーがそのプロジェ ク  ト の専任となるのではな く 、  いってみればパー ト タ イ ム
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で研究の指揮に当たる こ と も 違 つ て い る 点 で し ょ う 。  実際、 川人学習動態11l、i iプロジ ェ ク  ト の リ ー ダ ーは A

T R人間情報通信研究所の川人第三研究室長です。

☆ 逆に、  A T Rの中でも最も基礎的な研究テーマ と E  R A T 0の研究テーマは共通点があるよう  に感じま

すが、 ほかに A T  R と 似 て い る と こ ろ と い う と ど ん な 部 分 で し ょ う 。

☆ 民間企業、 大学などぃろいろな機関から出向や個人の資格で多彩な人材が集まっていること 、  研究成果

を公開すること 、研究に必要なスペース を借用する こ と な どで し ょ う か 。  E R A T 0が動き出した19 8 1年

( A  T R設立の5年前 )  の時点では、 これらは画期的なことだったと思います。

☆ ぃろいろな機関から人が集まって研究する場合には、  研究成果の権利の帰属をどうするかとぃ う  こ と が

重要になります。  A T Rが利用している基盤技術研究促進センターの制度では、 特許等の権利は研究所に

帰属します。 E R A T 0 の場合はど うで し ょ う か 。

☆ 研究成果のう  ち特許性のある  ものは公表の前に工業所有権と しての出願を行つています。  この点はA  T

R と同じです。  ただし、  その権利は研究員個人と科学技術振興事業団が半々で共有します。 派遺元に復帰

した研究員は自己の持ち分を派遺元に讓渡することができるようになっています。

☆ なるほど 、  参加す る企業や個人に も メ リ ッ  ト があ る よ うに配慮されているわけですね。  最後に、  このプ

ロジェク トに参加された感想をお願いします。

☆ 5 年のプロジ ェ ク  トですが、  最初 c  j最後は開始と終了の処理に追われるので、 実質4年の勝負になりま

す。 これか らが本番 と ぃ う こ と で 、  よい結果を出したぃと思います。

☆ ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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〇所員往来

平 成 9 年 4 月  2 日 よ り  6月30日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

(ただし、  6か月以上滞在の方のみ掲載)

採用 年月日 A T R 所属 氏 名 出向元

H 9 .  4 .  10

H 9 .  4 .  21

H 9 .  5 .  1H 9 .  5 . 6H 9 .  5 .  6H 9 .  5 .  7H 9 . 6 .  2H 9 .  6 .  2H 9 .  6 .  9

H 9 .  6 .  16

H 9 .  6 .  16

H 9 .  6 .  17

H 9 .  6 .  20

H 9 .  6 .  23

H 9 .  7 .  1

(映) 第四研究室奨励研究員

(環 )第二研究室研究員

(人 )第二研究室滞在技術員

(環 )第一研究室研究技術員

(国 )企画部研究技術員

( 音 ) 第一研究室研修研究員

(環 )第一研究室研究員

(環 )第三研究室客員研究員

(音 )第三研究室研究員

(人 )第一研究室奨励研究員

( 人 ) 第一研究室研修研究員

(映 )第三研究室滞在研究員

( 音 )代表取締役社長

( 人 )代表取締役社長

(映 )第四研究室奨励研究員

Patrick H ealey

平田  和貴

小川 徳子

大野 雄一郎

岸 健治

柘植 覚

酒井 靖夫

張 毅民

Andrew MichaelFinch

John Pruitt

Jesica Pruitt

Andre Plante

山本  誠一

ーノ 瀬  裕

小野 哲雄

コー ク大学

富士ゼロツクス

立命館大学

NTTアドバンステクノロジ

NTTアドバンステクノロジ

徳島大学大学院

三洋電機

コ ム ラ ボジ ャパン

University of York

SouthF1orida University

OrengeCountykhoolDist

コンコルデイア大学

KDD

N T T

北陸先端大学

退職  年月日 復帰先 氏 名 A T R所属

H 9 .  4 .  18

H 9 .  4 .  30

H 9 .  5 .  30

H 9 .  6 .  20

H 9 .  6 .  30

H 9 .  6 .  30

H 9 .  6 .  30

H 9 .  6 .  30

H 9 .  6 .  30

H 9 .  6 .  30

H 9 .  6 .  30

ア メ リ カ

東京都リハビリテーション病院

Griffith University

KDD

NTT

住友金属工業

京都大学

Tata Instltute of Fundamental Resarch

N T T

NTT

N T T

Arm i n  Bruderlin

道免  和久

Conrad Sanderson

山崎  泰弘

東倉  洋一

藤田  和久

芦田  宏

Viswanathan Ramasubnrnanian

森田  博文

飯塚 稔

古瀬  蔵

( 映 )第二研究室

(人 )第三研究室

( 音 )第一研究室

( 音 )代表取締役社長

( 人 )代表取締役社長

( 環 )第四研究室

( 人 )第五研究室

( 音 )第一研究室

( 国 ) 経営企画部

( 国 )企画部開発室

( 音 )第三研究室
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A T R ジ ャーナル27号掲載記事の訂正

A T R ジ ャーナル27号掲載内容に一部誤りがありましたので、  以下のとおり訂正させて

いただ く  と供にお詫び申し上げます。

訂正箇所

目次

誤

タ イ ト ル  氏 名

正

タ イ ト ル  氏 名

自然な音の秘密を探る  足立 整治自然な音のゆらぎを探る  足立 聖治

所員往来

誤 正

氏 名 出向元

Axe lMu lder  カナタ゛ サイモンフレーサ゛大
河原 英紀  (人 )第一研究室

頁 氏 名 出向元

20頁 Axe lMu lde r  ト゛イッ サイモンフレーサ゛大
21頁 下原  英 紀  (人 )第一研究室

外部発表状況( 3 5頁 )

項 誤 正

35. 今井、Thomas、唐沢

36.

関口、三浦、唐沢
末梢

編集後記

A T R は 、 関 係 各 位 の ご 協 力 で 第 2 期 プ ロ ジ ェ ク ト 4

社が順調に活動中です。また 、成果管理会社 4社も 、  申

請した特許が続々と成立し、  研究期間中の努力が実つて

きています。  しかしながら 、  1 0年前と世間の情勢が大き

く変化し、  最近は学術的成果に加えて経済的効果をも要

求する声が高 く な っ てい ます 。成果が 、一つで も多 く ご

利用いただけるよ うに願つております。

研究の成果は、 本 A  T R ジ ャ ー ナ ル で 随 時 ご 紹 介 し て

お り ますが 、  も っ と 詳 し く お知 り にな り たい方は 、  ご 遠

慮なくぉ問い合わせくださぃ。

(国際電気通信基礎技術研究所 渉外部担当課長

酒見弘人)
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株式会社の相称です。

4R&Dに研究費は基盤技術研究促進セン夕一から
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総合的な支援を行うとともに、成果4成果管理会社に

対する研究成果の管理・販売なごの各種支援を行つて

います。
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